
令和５年度地域中核大学イノベーション創出環境強化事業
構想概要

【様式１】

法人名：国立大学法人香川大学
大学名：香川大学

①多様性と卓越性：世界的に卓越する研究水準にあり。希少糖の生産工程の効率化、用途開発や製品
実装で世界をリード。健康機能性食品以外の広い産業分野での用途開発研究を加速。

②社会実装・イノベーション：産業分野毎に異なるフェーズに到達。①食品分野→ブランディング・
マーケティングでグローバル展開を推進。②農業素材分野→許認可後、社会実装。③医療素材分野
→GMP製剤化により、臨床へ移行。

③地域貢献：香川県の経済成長戦略「かがわ希少糖ホワイトバレー」構想で密接な連携を構築。地域
産業への波及とグローバル展開による地域還元を加速。（第12回地域産業支援プログラム表彰事業
で（イノベーションネットアワード2023）文部科学大臣賞を受賞）

研究環境：高水準の研究基盤環境を保有。産学官の研究連携を強化するための中核施設を整備。

マネジメント：70名超の教授陣の研究を理事をトップとする全学機構で管理。資金循環の加速に向け、
外部コンサルタント・シンクタンク・特許事務所等の活用による経営マネジメントの強化

将来の地域振興の核となり、若者人口流出を止める魅力ある新たな産業の創出に向け、
大学の持つ強み特色である「希少糖研究」の進展段階に応じて、幅広い産業分野での実証・実装を加速

香川大学発の独創的な「希少糖（自然界に微量にしか存在しない単糖とその誘導体）研究」をイ

ノベーション創出の主軸に据え、産官学共創のマネジメント力強化により社会実装を推進し、地域社
会や産業の創生・高度化・活性化を実現する。

「希少糖研究」の位置付けと地域イノベーション創出に向けた強化方針

「希少糖」研究を核とする地域イノベーションの創出と共創マネジメント強化


